
主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考
１ ① 【満足度指標】（生徒）

主体的・対話的で深い学びを
実現するために、アクティブ・
ラーニングやディスカッション
などを導入するなど、授業の
工夫を図っている。

教務課
各教科

アクティブ・ラーニングやディスカッションについ
て、一定の学習効果を感じている生徒が見ら
れる。

アクティブ・ラーニングや
ディスカッションにより、生
徒が授業に主体的に取り
組むようになり、学習効果
が高まった。

アクティブ・ラーニングやディスカッションにより学習
効果が高まる（ａ 強く ＋ ｂ やや）と感じている生徒
が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

② 【努力指標】（教員）
授業の中で生徒が自分の考
えを述べる場面、論理的思考
力を育成する場面、教師と生
徒とのやりとりの場面を設定し
ている。

教務課
各教科

授業において、教師側が「思考を必要とする発
問を行う場面」や、生徒の活動の中で「表現す
る場面」の設定を、積極的に進めている。

各授業で生徒の発表の場
面や教師とのやりとりの場
面を多く設定し、生徒の言
語活動の活性化を図る。

日々の授業において、考える必要のある質問をし、
生徒が発表（発言）する場面を（ａ多く＋ｂ時々）設定
している割合が、
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

③ 【成果指標】（生徒）
家庭学習と授業内容の連動
を図り、学習習慣の確立と学
習内容の質の向上をめざす。

教務課
各教科

いずれの学年も、朝学習と関連して小テストを
行うなどすることにより、家庭学習の充実を図る
必要がある。

質および量ともに充実した
家庭学習の習慣が確立さ
れている。

１,２年生で平日の平均家庭学習時間が120分以上
である生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

④ 【満足度指標】(生徒)
朝学習の充実により、主体的
に思考を深める習慣を身につ
ける。

各学年 生徒自身が積極的に朝学
習に取り組み、学力や教
養が身についたことを実感
している。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒の
割合が、
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。
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重点目標 具体的取組

書くことを基
本に自らの考
えを整理し、
深く思考する
ことで論理的
思考力及び
批判的思考
力を育成し、
課題発見・解
決能力を身に
つけ生きる力
を育成する。
その際には、
主体的・対話
的で深い学び
を実現する
様々な手法を
活用する。

【１年】
思考を深める朝学習と漢字学習の実施が、
国語の「読む」、「書いて表現する」力に
結びついている。英語のリスニング演習
は、「聞く力」の伸長に寄与している。ま
た、数学は問題集からの「小テスト→再テ
スト」の流れで、基礎的学力が向上してい
る。
【２年】
昨年度の朝学習で学習準備をして小テスト
に臨む習慣は、多くの生徒が身につけてい
る。今年は、この学年の苦手教科である英
語について速読を取り入れ、英文を正確に
把握する力をつけ、表現力の幅を広げるこ
とを目的としている。継続した声かけで力
がついたと実感できる生徒をより増やした
い。
【３年】
進路実現のために各教科が精選した学習内
容を、コースの特性を踏まえて用意する。
特に文Ⅰコースの英語強化を年度当初から
組み込む。



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

２ ① 【満足度指標】(生徒)
クラス全体の指導やきめ細か
い個人面談などを通し、生徒
の進路意識を高め、設定した
進路目標を実現するために自
ら能動的に学習し、学力を高
める努力をするような意識づ
けを行う。

進路
指導課
学年
教科

卒業時の進路達成を意識した、高い志望を掲
げさせる方策が奏功し、全学年で高い数値と
なっており、その志望の実現につなげていくた
めの能動的な学習習慣の確立をさらに促して
いく。特に、金沢大学以上の難関大学を志す
生徒たちには、その意志を強く持ち続けて、さ
らに実力を高める取り組みに向かうよう働きか
けていきたい。

進路学習や面談などの進
路指導を通して、５教科に
対する学習意欲が高まり、
学力が向上する。

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大学を目
標とする生徒が、
　Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　６０％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上を目
標とする生徒が
　Ａ　８０人以上　　　Ｂ　６０人以上
　Ｃ　４０人以上　　　Ｄ　４０人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

９月の進路
志望調査で
評価する。

② 【成果指標】(生徒）
進路指導課と各学年、教科と
の進路指導方針の共有によ
り、生徒の進路志望を実現す
るための学力向上の取組を組
織的に行う。

進路
指導課
学年
教科

現１年生：学力的には例年並みであるが、真面
目で、課題提出状況などから学習に向かう姿
勢にもよい様子が見られ、今後の成長が期待
できる。
現２年生：平均値において昨年度を大きく下回
るも、一昨年度よりはやや上回る。また、直近３
カ年で上位者数が最も少ない。

基礎学力と応用力を身に
つける。

１、２年生の学力試験で国語、数学、英語の各教科
の全国偏差値が、
　Ａ　平均偏差値５０以上
　Ｂ　平均偏差値４８以上
  Ｃ　平均偏差値４５以上
　Ｄ　平均偏差値４５未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

１、２年
  １１月総合
学力テストの
結果で評価
する。

③ 【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学を目標とした生徒の育
成と、それに見合った学力
をつける。

１、２年生の国語・数学・英語の学力試験全国偏差
値５４以上の生徒が、
　Ａ　５５人以上
　Ｂ　４５人以上
　Ｃ　４０人以上
　Ｄ　４０人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

１、２年
  １１月総合
学力テストの
結果で評価
する。

④ 【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学への合格者を増やす。

金沢大学以上の国公立大学合格者数が、
　Ａ　１５人以上
　Ｂ　１０人以上
　Ｃ　５人以上
　Ｄ　５人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

国公立大学合格者数が、
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

難関私立大学合格者数が、
　Ａ　２０人以上
　Ｂ　１５人以上
　Ｃ　１０人以上
　Ｄ　１０人未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

個別面談や
学習活動を通
したきめ細か
な指導により
生徒一人ひと
りの可能性を
引き出し、早
期に高い進路
目標を持た
せ、進路実現
に向けての意
欲と主体性を
育む。

重点目標 具体的取組

石川県立野々市明倫高等学校 №2



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

３ ① 【成果指標】（保護者）
保護者に「朝の挨拶運動」を
始めとしたＰＴＡ活動等に積極
的に参加してもらい、教育活
動をバックアップしてもらう。

総務課 挨拶運動への参加保護者数が全生徒の約６割
であり、学校行事、ＰＴＡ行事への参加呼びか
けに工夫が必要である。

多くの保護者が学校行事
等に関心を持ち、積極的
に参加している。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数の
平均が４回以上の割合が、
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

Ｄの場合は、
改善策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

② 【成果指標】（教員）
本校の教育活動、生徒の活
動の成果をホームページ上に
掲載し、広く情報を発信する。

総務課 新しい情報をすばやく掲載する部署が増えて
ホームページが学校の様子を速やかに伝える
ものになってきている。学校行事は年間通じて
紹介されており、学年通信や保健室だよりなど
も閲覧できるようになった。一方、保護者アン
ケートではホームページを見たことがあると答え
たのは半数ほどである。

各課、学年等からの最新
情報が集約され、速やか
にホームページ上に掲載
される。

ホームページ上の更新回数が、
　Ａ　１２０回以上
　Ｂ　９０回以上
　Ｃ  ６０回以上
　Ｄ　４５回未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

③ 【成果指標】（生徒）
部活動の加入を促し、学校全
体の活性化を図ることで、生
徒のチャレンジ精神の向上を
目指す。

生徒課 様々な状況の中で、中途退部者が発生してい
る。各顧問と協力し、中途退部者防止策や生
徒に対して他の部への再入部の支援体制を行
う必要がある。

新人大会後の１、２年生の
部同好会（外部団体での
活動）の加入率。

１,２年生の部・同好会活動（外部団体での活動含
む）の加入率が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

Ｄの場合は改
善策を検討

12月に評価
する。

④ 【成果指標】
明倫祭の外部公開の継続と、
校内開催と校外開催の内容
充実と、近隣商業施設、小中
学校でのポスター掲示など広
報活動を活発にすることで、
来場者数の増加を目指す。

生徒課 30年度１日目(９/１　土)　８１４名、29年度１日目
(９/２　土)は７７０名の来場者であった。内訳
は、生徒の家族が大部分を占め、増加分は主
に小中学生の入場者である。これは、天候や
地域イベント等によって左右される数である。

（保護者・地域住民）
１日目（校内企画）の来場
者数。

１日目の来場者数が、
　Ａ　９００名以上
　Ｂ　７００名以上
　Ｃ　５００名以上
　Ｄ　５００名未満

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

９月に評価
する。

⑤ 【成果指標】（生徒）
図書委員会による本の読み聞
かせや本の紹介カードの作
成・展示、公共図書館の司書
を招いてのビブリオバトルなど
地域と連携した活動を行うこと
で発信･表現力を育てる。

図書課 地域の保育園に読み聞かせに行ったり、『放課
後子ども教室』で小学生に本の読み聞かせを
行うなど地域と連携した活動は評価も高く、ま
た情報発信や表現する力もついてきている。

地域と連携した図書委員
会活動において、生徒が
主体的に活動し、その結
果としての情報を発信して
いる。

地域と連携した図書委員会活動の回数が、
　Ａ　年間１０回以上
　Ｂ　年間８～９回
　Ｃ　年間６～７回
　Ｄ　年間６回未満

Ｄの場合は、
改善策を検
討。

年度末に評
価する。

石川県立野々市明倫高等学校 №3

重点目標 具体的取組

部活動や生
徒会活動の
活性化ととも
に、地域行事
への積極的
参加を通して
地域貢献に
努める中で、
視野を広げつ
つチャレンジ
精神の涵養を
図り、明るく活
力ある学校づ
くりを推進す
る。



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

４ ① 【努力指標】（生徒）
登校指導や生活指導などを
通して、挨拶がしっかりできる
人間の育成を図る。

生徒課
各学年

保護者や全職員による登校指導や、生徒有志
による挨拶運動により挨拶をする環境が生ま
れ、生徒は自然と挨拶を行うようになっている。

生活意識調査の挨拶に関
する項目で、校内で出
会った人に対して、自ら挨
拶できる生徒の割合を高
める。

CまたはDの場
合は、改善策
を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

② 【努力指標】（生徒）
生徒課
各学年

　生徒の規範意識は高い。一方で僅かではあ
るが、頭髪の加工や制服の変形着用をしてい
る生徒がみられる。

生活意識調査の校則に関
する項目で制服の着こなし
が守れている生徒の割合
を高める。

B以下の場合
は、改善策を
検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

③ 【成果指標】（生徒）
交通安全教室や街頭指導を
通して、自転車の安全運転の
励行を図る。

生徒課
各学年

規範意識自体は高いが、自転車のルールやマ
ナーについて身についていない生徒も見られ
る。二人乗りや携帯電話、イヤホンや並列走行
など、より細かな指導と啓発活動が急務であ
る。

生活意識調査の自転車運
転に関する項目でルール
とマナーの必要性を認識
し行動できる生徒の割合を
高める。

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

④ 【成果指標】（生徒）
生徒課
各学年

全校参加の校外清掃の他に、野々市駅清掃・
野々市市の行事などにボランティアとして参加
できる機会がある。

年間の各部のボランティア
活動実施報告の参加人数
を増やす。

CまたはDの場
合は、改善策
を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

⑤ 【成果指標】（生徒）
生徒の良好な人間関係作りを
支援する。

相談室
各学年

生徒は全体的に落ち着いた生活をしている
が、人とかかわることを苦手とする生徒が増え
ており、良好な人間関係を築くための手立てを
必要としている。

生徒がクラスや部活動に
居場所を見出し、学校生
活が楽しいと感じる。

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

⑥ 【努力指標】(教員）
情報の収集、共有を密に行
い、困難を抱えた生徒に対し
て早期に対応し支援する。

相談室
生徒課
各学年

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

７月、12月の
学校評価ア
ンケートで評
価する。

⑦ 【成果指標】（生徒）
保健環
境課

昨年度、歯科検診の結果で要精検であった生
徒のうち、受診した生徒の割合は1年生が
80.8％であったが、2年生は70.5％、3年生は
57.7％と学年が上がるごとに受診率が下がって
いる。特に3年生が低く、放課後補習や土曜日
の模試等で学習を優先させていると思われる。

医療機関の受診を勧めら
れた生徒が自己の健康管
理上、受診・治療の必要性
を理解し医療機関を受診
した生徒の割合を高める。

Ｄの場合は、
改善策を検討

年度末に評
価する。

⑧ 【成果指標】（生徒）
図書課 朝読書の廃止や図書館の改修工事、またスマ

ホ所持に伴う読書離れにより、貸出冊数は少な
い。

読書に親しむ生徒が増
え、図書館利用が増加し
ている。

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討

年度末に評
価する。

交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話を操作
しながら等の運転をしない）を遵守している生徒が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

ボランティア活動に、積極的に参加した生徒の割合
が、
　Ａ  ６０％以上
　Ｂ　５０％以上
　Ｃ　４０％以上
　Ｄ　４０％未満

歯科検診の結果から自己の健康管理上、受診・治
療の必要性を理解し医療機関を受診した生徒の割
合が、
　Ａ　７５％以上
　Ｂ　６５％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

歯科検診の結果で健康管理
上、受診・治療が必要と診断
された生徒に対し、個人面談
を通して自己の健康課題を意
識させ医療機関での受診率を
高める。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数
が、
　Ａ　６.０冊以上
　Ｂ　５.０冊以上
　Ｃ　４.０冊以上
　Ｄ　４.０冊未満

図書委員による図書便りや本
の紹介冊子の作成・発行など
の図書案内や各学年団と連
携した一斉読書や読書タイム
といった読書指導によって、
読書に親しむ習慣を身に付け
させる。

節度ある生活
習慣の確立に
努め、自ら挨
拶し、読書に
親しみ、ボラ
ンティア活動
等にも積極的
に参加する豊
かな人材の育
成を図る。

生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、挨拶
を自分からすすんでしっかりとできた生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

登校指導や生活指導などによ
り、自ら身なりを正すことを通
じて、規範意識を育成する。

学校内外のボランティア活動
への積極的な参加を促すとと
もに、ボランティアに参加した
ことの達成感や地域貢献への
意識を高める。

学校生活が楽しいと感じる生徒が、
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

生徒の変化に対して　ａ（素早く対処し、解決に至っ
た）、ｂ（素早く察知し、対応することができた）の割
合が、
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

いじめ及び心的支援を必要とする生徒への対
応について職員の情報共有や連携の体制は
取れている。一方、長期欠席の生徒の対応に
ついては、一層の情報共有と連携を図り丁寧
に取り組む必要がある。

各種調査や担任との情報
交換などで、支援を必要と
している生徒をしっかり把
握し適切な対処をしてい
る。

石川県立野々市明倫高等学校 №4

重点目標 具体的取組



主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備　考

５ ① 【成果指標】(教職員）
業務の軽減や負担の分散、
時間管理の促進などにより、
職員の多忙化改善を進める

副校長
教頭

時間外勤務は、全体では前年よりは減少して
いるものの、８０時間を超える教職員は１ヶ月平
均で6.7人、そのうち１００時間を超える教職員
が2.1人となっている。

時間外勤務が８０時間を超
える教職員が減少してい
る。

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均の
人数が、
　Ａ　3.0人未満
　Ｂ　4.0人未満
　Ｃ　5.0人未満
　Ｄ　5.0人以上

ＣまたはＤの
場合は、改善
策を検討す
る。

勤務時間記
録により年度
末に評価す
る。

石川県立野々市明倫高等学校 №5

重点目標 具体的取組

教職員の資
質や指導力
の向上を図る
とともに、多忙
化の改善に取
り組む。


